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はじめに  

有機分子への異種元素ドーピングによる電子状態改質のメカニズムの詳細な理解には、ドープ

された材料の電子状態の同定と同時に、構造の詳細な理解が不可欠である。従来、ドーピングに

伴う電子状態変化に関する研究は多く行われている一方で、構造に関する理解は十分ではない。

これはドープ材料の構造は通常不均一であり、詳細な計測と理解が困難であったことに依る。我々

は、よく定義された単分子層を出発材料としてこれに異種元素をドープすることで、均一なドー

プ相の単分子層を作製した。本研究では、これを利用することで、有機材料へのドーピングにお

ける構造変化と電子状態変化の相間を解明する。ここでは、アルカリ元素ドープによる超伝導化

が報告されている picene及び coroneneを対象とした。 
 
実験  

	 実験は全て超高真空中、室温においておこなった。Au(111)やHOPG等の不活性な基板上に picene

および coroneneの単分子膜を作製し、さらにアルカリ元素を蒸着することで、混合層を作製した。

その構造と電子状態を走査トンネル顕微鏡(STM)及び光電子分光により計測した。 
 
結果と考察  

	 Piceneおよび Coronene単分子層ともに、アルカリ金属蒸着に伴って顕著な構造変化（再構成）

をおこすことがわかった。再構成した分子膜は、バルク分子結晶の ab面と類似した、ヘリングボ

ーン様の分子配列を示した。ドープ相の XAS計測においては、基板に対する分子の配向が、平面

吸着からやや直立した吸着へと変化していることが示された。これらのことから、平面吸着した

単分子層へのアルカリ吸着により分子-基板間の結合

が弱化され、バルク様の構造に再構成したことが示唆

される。一方、アルカリドープ相の光電子分光におい

て、K-picene 及び K-coronene の両者とも、Fermi 凖位

付近に新たな状態が形成され、これに伴いフェルミ端

状の構造が観察された。ただし、これが金属状態の形

成によるものか、ギャップ凖位のテールであるのかは

未だ明らかではない。しかし、Fermi 凖位付近の状態

の形成は系の伝導特性の顕著な改質を示唆する。これ

らの結果より、単分子層がどの程度バルクの状態をモ

デルできるのかを議論する。[1] 

[1] M. Yano et al.,  J. Chem. Phys., (in press) 
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図 Fig.1  coronene(上段)及び Picene(下段)単分子層の 
          Kドープによる構造変化 [1] 
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